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検討の背景 

ＪＳＴ理科教育支援センターは，平成19，20年度に小学校，中学校の理科教育の現状と今後

についてタスクフォース分科会を設け，中学校分科会においては報告書「中学校理科教育を充

実し，科学技術創造立国の確固たる基盤を」（以下「中学校分科会報告書」）を取りまとめ，

理科教員の指導力向上のほか「生徒の多様な能力を発揮し伸ばすこと」，「地域の人材活用に

よる理科教育推進」を提言した． 

平成21年度は才能教育分科会を設け高等学校段階を中心とした理数系の才能教育の現状を分

析し，今後の課題とその解決に向けた方策について，報告書「科学技術イノベーションを支え

る卓越した才能を見出し，開花させるために」（以下「才能教育分科会報告書」）を取りまと

め，卓越した科学技術関係人材の育成を推し進めるシステムを産学官民の連携により構築する

ことを提言した． 

ＪＳＴは才能を見出し伸ばすための支援をスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）等に

より高等学校段階を主に進めているが，これまでの分科会の提言をふまえ，中学校段階まで拡

大した地域・社会全体で理数領域に強い意欲や才能を有する子どもを見出し伸ばす仕組みの実

現について，教育現場の様々な実態やニーズを踏まえ，一緒に考えるため，才能教育分科会の

下に，学校現場の関係者を中心とした才能育成施策検討ワーキンググループを立ち上げること

とした．    

ワーキンググループでは，とりわけ個々の伸長に差が出ると言われる中学校段階に着目し，

理数領域に強い意欲や才能を有する子どもを見出して高等学校段階での才能を伸ばす取組みに

つなげる具体的な仕組みや支援策について検討を行った。 

本報告書は，上記ワーキンググループの検討結果をもとに才能教育分科会で審議を行い，報

告書にとりまとめたものである。 

 

1．これからの理科教育における才能教育の重要性 

 才能教育分科会報告書では，才能教育の重要性，目標，状況について次のようにまとめてい

る． 

（1）才能教育の重要性 

○地球温暖化や，エネルギー枯渇，食糧不足など，これまで経験したことのないような課題

が，地球規模で進行しつつあり，課題克服のために国際社会で役割を発揮しつつ，天然資

源に乏しい日本が，将来にわたり，安全・安心で豊かな社会や文化を維持し発展させるた

めには，各分野で高度な能力を発揮し，知識基盤社会を構成する人材の育成が最も重要な

課題である．しかし，少子化が進行する中で人材の量的確保は一層困難となることが予想

され，初等中等教育段階から理数の優れた才能を見出し，育てることにより，社会の困難

な課題を解決するイノベーションを生み出す原動力となる卓越した人材を生みだし，科学

技術の発展を通じて世界の持続的発展に貢献することが国際社会の中での我が国の役割で

あり，期待である． 

○国際学力調査の結果などから日本は，高い能力を有する子どもたちは多いが，学校では標

準的なカリキュラムに則って作成された教科書や標準的な指導法による理科教育を受けて

おり，高い意欲や能力を有する子どもが必ずしもその能力を伸長させる学習機会が得られ
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るわけではない． 

○科学技術分野のヒーローズを生みだし，世界の科学技術をリードすることは社会が期待す

ることであり，そのようなヒーローズを身近に感じられることは，子どもたちにとって，

将来，科学技術の創造に関わる意欲につながる． 

○科学技術系については，観察や実験を実施できる設備や器材が必要であり，かつ，さまざ

まな分野の専門家が指導にあたる必要がある．このような学習環境を備える大学・研究機

関などの協力を得ながら才能育成の場や仕組みを構築することが必要である． 

 

（2）才能教育の目標 

①才能を育む基盤として，個に応じて，個の持つ能力を最大限に伸長させること 

（才能教育Ⅰ） 

②個の潜在的な能力を見出し，発揮させること（才能教育Ⅱ-a） 

③高い才能を有する生徒に高度な専門的能力を育むこと（才能教育Ⅱ-b） 

 

形式的に平等な教育

才能教育Ｉ

才能を育む基盤として，個に応じて，個の持つ能力を最大限に
伸長させる教育

科学者 技術者 芸術家ピアニ
スト

スポー
ツ選手

理科が好き 数学が得意 体育が得意

体育は苦手数学は苦手理科は嫌い

創 造

図1 子どもたちの才能を育み，豊かな社会・文化の発展へ

個に対応

社会との
連携

豊かな社会・文化の発展

Ⅱ-b.高い才能を有する生徒に高度な専門的能力を育む教育

Ⅱ-a. 個の潜在的な能力を見出し，発揮させる教育

才能教育Ⅱ
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（3）才能教育をめぐる状況 

①個の能力に応じた教育 

子どもたちが，将来，社会で充実して活躍できるように，彼らのもつ能力を開花させ発

達させることは，教育の本来の役割である． 

②初等中等教育段階の科学技術人材育成施策 

「科学技術基本法」では，国は，学校教育及び社会教育における科学技術に関する学習

の振興並びに科学技術に関する啓発及び知識の普及に必要な施策を講ずるものとしている．

また，「第3期科学技術基本計画」では才能ある子どもの個性・能力の伸長において，理数

教育を重視する高等学校に対する支援制度の拡充及び，才能ある子どもの国際科学技術コ

ンテスト等への参加を促進するとされており，平成14年度から実施されているＳＳＨでは，

高校生が，大学レベルの高度な理数の教育・研究に触れる機会を提供し，子どもの興味や

関心を高め，その能力の伸長を図っていく取り組みが行われている他，現在，初等中等教

育段階の子どもたちに対する様々な科学技術人材育成施策が進められている． 

③海外における高い才能を有する生徒の水準に合った教育機関や教育プログラム 

   海外では，高い才能を有する生徒を対象として，高度な専門的能力を育むための教育機

関や，教育プログラムがさまざまな形態で提供されている．たとえば韓国では英才教育振

興法(2000年)，科学技術基本法(2001年)，英才教育振興法(2002年)が定められ，科学英才

高校を設置するなど，法の下での科学英才教育が推進されている．また，米国では，ジョ

ージア州が才能教育予算として2006年度に170百万ドルを投じているなど，多くの州が公教

育として才能児に適合したカリキュラムを提供している． 

 

なお，新学習指導要領では，「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習

指導要領の改善について」（中央教育審議会 平成20年1月17日答申）において，次代を担う

科学技術系人材の育成がますます重要な課題であると指摘されたことから，それを踏まえて，

理数教育の授業時数及び教育内容の充実が図られたところである． 

さらに，第4期科学技術基本計画策定に向けた答申「科学技術に関する基本政策について」

でも「理数好きな子ども達の裾野の拡大」とともに，「優れた素質を持つ児童生徒を発掘し，

その才能を伸ばすための一貫した取組の推進」と記されており，今後の取組の推進が期待さ

れている．加えて，新成長戦略（平成22年6月18日閣議決定）工程表にも科学技術人材の戦略

的・体系的な育成・確保のためには理数教育の強化及び理系進学の促進が課題とされており，

成長戦略として「科学の甲子園」「サイエンス・インカレ」の創設，国際科学技術コンテス

ト参加の支援，スーパーサイエンスハイスクールの強化があげられている． 

 

2．中学校段階の子どもたちに対する才能育成の必要性と目標 

中学校分科会報告書では，将来の科学技術系人材の育成に関わる言及が以下の通りなされ

ている． 

○一人ひとりの生徒がそれぞれの可能性を十分に伸長させることができるよう，個に応じた

発展的な学習経験や興味・関心を助長する科学的体験の提供 

○生徒が，科学や科学技術に関するキャリア意識を高めたり，男女ともに科学者や技術者の
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ロールモデルを形成できることにつながる体験や情報の提供 

 

  個に応じた発展的な学習経験や興味・関心を助長する取組として，これまで，「青少年の

ための科学の祭典」，「サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト（ＳＰＰ）」，「地

域の科学舎推進事業」（平成23年度より科学コミュニケーション連携推進事業）などによっ

て，子どもたちに科学技術の魅力を体験する場が提供されてきた． 

しかし，理数領域に強い意欲と才能を有する子どもが，継続して才能を伸長できるために

は，これまでの取組では不十分であり，今後，以下の方向性での取組が必要と捉えた． 

○ＳＳＨや科学オリンピック・コンテスト支援など，高校生を中心とした高い才能を有する

子どもたちに対する理数に重点を置いた教育機能の充実が図られていることに加え，平成

23年度からは科学の甲子園が予定されている．しかし，中学校段階の子どもたちに対して

行われている取組の多くは興味・関心の喚起，向上にとどまっており，上述の取組につな

げるためには中学校段階を中心とした教育機能の充実が重要である． 

○経済産業省委託調査「進路選択に関する振り返り調査」で，中学生の頃に「文系-理系を意

識した」と回答した大学生の割合は40％であり，中学生の頃に自分の将来についてある程

度の意識を発達させているにも関わらず，「PISA調査のアンケート項目による中３調査集計

結果」では，科学に関連する職業に関して情報が得られているという中学3年生の割合は，

OECD平均47%に対して最低水準の28%であり，中学生の進路選択において，理系を目指すた

めに必要な，科学技術に関する職業を学習する機会や研究者との交流機会の提供は重要で

ある．(参照：平成16年度経済産業省委託調査 進路選択に関する振返り調査((株)ベネッ

セコーポレーション)・PISA調査のアンケート項目による中3調査集計結果速報(2007年)(国

立教育政策研究所)） 

○授業や科学部活動などで，学校外の取組に参加している子どもが核となって，参加してい

ない子どもたちと共に学習することで，参加していない子どもたちの理解が促進されると

ともに，周りの子どもたちの牽引役となることで，自らの理解の促進にもつながるなどの

効果が期待できる． 

○「TIMSS2007」の理科の勉強についての意識で，「理科はたいくつだ」と回答した中学2年

生の割合は28％であり，子どもたちの意欲・才能に見合った学習プログラムの提供が重要

である．しかし，学校の理科教育で，理数領域に強い意欲と高い才能を有するわずかな子

どもたちに適切なプログラムを提供することは難しく，学校を超えたより大きな仕組みが

必要である．（参照：TIMSS2007理科教育の国際比較（国立教育政策研究所）） 

○人材，組織も含めた限られた地域の教育資源を効率良く活用し，地域社会全体で理数領域

に高い才能を有する子どもたちに対して個に応じた体系的な教育プログラムを継続的に実

施することが望まれる． 

 

 これらの取組によって，才能の芽を持つ中学校段階の子どもたちが，まず，自分の持って

いる才能に気づき，科学技術への夢と将来の自分の進路の姿を描きつつ，持てる才能をのび

のびと伸ばすこと，そして環境の整った高校，大学へ進み，才能を開花させ，社会にイノベ

ーションをもたらすことが中学校段階における才能育成の目標である． 
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3．中学校理科教育をとりまく才能育成に関する現状分析 

（1）中学校段階の才能育成に関する問題点 

①子どもの理科に対する学習意欲などに関する課題 

○通塾や部活動により多忙なため，理科の意欲向上につながる体験の機会が少ない 

○子ども及び保護者への，理系キャリアに関する認識や情報が不足しておりキャリア教育

の視点が十分でない 

○科学的思考力以外に，読解力，知的好奇心，ものづくり，観察力などが十分でない 

○中高生など異なる年齢層の間で互いに学ぶ機会がない 

○たとえば「スポーツを科学する」など，授業を子どもの興味・関心に沿うように考える

ことも重要である 

○子どもたち同士の協調（共同作業）と競争（切磋琢磨）する場が十分でない（校内科学

オリンピックの実施など） 

②教員の勤務環境に関する課題 

○多忙により理解が進んでいる子どもに対する個別指導が十分にできない 

○教員の多忙感の解消など勤務環境の改善が必要 

○運動部が重視され科学系部活動が活発に行われない傾向がある 

○少子化に伴い科学部を持っている学校が減っており，子どもの理数分野の才能を伸ばす

場がない 

○教員に時間的ゆとりがないことから公的，私的な理科の研修や研究会への参加が困難 

○地域の理科教育に関するネットワークに教員がつながっていない 

③教員の指導力に関する課題 

○教員の評価など，自己研鑽を促すための仕組みが整っていない 

○外部の専門家との連携など科学･社会と学校･子どもとを「つなげる力」の不足 

○自由研究や課題研究等の探究的な指導技術が備わっていない． 

○研究者・技術者，理系学部学生など理系人材を教員に登用する制度の充実 

○ゲストティーチャー（ＧＴ）やティーチングアシスタント（ＴＡ）の有するノウハウが

教員の指導力向上につながっていない 

○理科教員が修得すべき内容を定めた具体的な基準を作成し，教員養成システム，悉皆研

修に活用するなどの取組が必要 

④地域の理科教育推進に向けた基盤整備及び教育支援に関する課題 

○理科センター等の衰退，機能の低下 

○教科外研修の増加により，理科関係研修が相対的に減少している 

○中学校の理科教員と大学・研究機関などの連携を促進するための仕組みが未整備 

○学校と大学・研究機関等が連携し，科学技術の研究・開発を体験させる機会の提供など，

取組を実施するための資金が不足 

○企業等に協力意思があっても需要と供給をマッチさせるコーディネーション機能がない 

○自由研究や課題研究の成果を対外的に発表する機会が少なく，交流の場もない 

○興味・関心や才能の高い小・中・高校生の取組を一貫して長期的・継続的に支援する体

制が未整備 
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  ○技術士・シニア専門家の活用など，産学官の協調が十分でない 

  ○子ども・教員・保護者をつなげるための科学館・博物館の活用が十分でない 

  ○才能育成のスペシャリスト養成のための仕組みを構築することが必要 

  

（2）中学校段階の子どもたちを対象とした理数分野の才能育成に関する先行事例 

①理数教育推進活動 

   地域の関係機関が連携し，子どもたちに魅力的な科学技術が体験できる機会を提供して

いる．教育センター，科学館・博物館，学協会，大学・研究機関，企業・ＮＰＯなど地域

の関係機関が活動の場となっているケースが見られ，地域の実情に即した連携形態による

理数好きな子どもを育む取組が実施されている． 

   ＮＰＯ法人が中心となって活動している才能育成の取組として，ＮＰＯ法人日立理科ク

ラブの「理数アカデミー」やＮＰＯ法人「数理の翼」のセミナーなどがある． 

「理数アカデミーは」科学者やエンジニアを目指す能力の高い中学生を対象として，学

校では扱わないような最新の科学技術の内容を題材とした発展学習を行い，その力をさら

に伸ばす取組である．日立ＯＢを中心としたドクターなど30名が指導者となり，年間13回

の講座を各学年の学習指導要領に沿った形で行っている． また，「数理の翼」のセミナー

は夏休みなどに合宿形式で行われており，全国各地から数学・理科等に優れた素質と強い

関心を持つ高校生・大学生等を招待し，最先端で活躍する研究者の講義，参加者の研究発

表会など，普段の生活の中では得られない体験を通じて数理科学への関心をより一層高め

る機会を提供するものである． 

また，科学館が中心となって活動している才能育成の取組として，静岡科学館の「理数

大好き教室」，出雲科学館の「子ども科学学園」などがある． 

「理数大好き教室」は小学校高学年から中学校3年生までを対象として，大学の研究者や

小中学校教員の研究会などが講師となって年間12回の講座及び自由研究指導を行っている．    

「子ども科学学園」は小学校高学年から中学校3年生までを対象として，大学の研究者や

専門家を講師に迎え，物化生地各分野のテーマについて高度な学習を行っている． 

  さらに，大学が中心となって活動している才能育成の取組として，「未来の科学者養成

講座」がある．卓越した子どもの能力をさらに伸ばし，質の高い科学者の卵を育成するこ

とを目的として，大学・高等専門学校に対し，子どもへの理科，数学に関する高度で発展

的な学習環境を提供する取組で，たとえば千葉大学では，地域の科学館，博物館，教育委

員会と連携し，小学校から大学への連続した展開性を備えた実験教材の開発と実験体験学

習プログラムを実施している． 

②小中高連携 

小学校・中学校・高等学校という一連の流れの中で理数教育を構築するためには，それ

ぞれの学校種間における連携は不可欠であり，具体的には，ＳＳＨ指定校の理数系教育に

おける，中核としての機能の強化を図る，コアＳＳＨの小中高等学校が連携した取組や，

研究開発学校制度における中高連携の取組などがある． 

小中高等学校が連携しているコアＳＳＨの例として京都市立堀川高等学校の取組がある．

京都市立堀川高等学校は市当局や京都大学等の協力を得て，独自に専門性の高い科学教育
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に取り組むとともに，その成果を市内の小中学生に普及するために，小中高校生のポスタ

ー発表会及び小中学校教員を対象とした研修会など，探究に触れる機会や交流機会の提供

を行っている． 

③中高一貫教育校 

中高一貫教育校は中等教育の一層の多様化を推進し，生徒一人一人の個性をより重視し

た教育の実現を目指す教育課程の基準の特例が設けられている制度であり，特色ある教育

課程を編成することができるよう，中学校の段階で選択教科をより幅広く導入することが

できること，前期課程と後期課程の指導内容の一部を入れ替えて指導することができるこ

となどを内容とする教育課程の基準の特例を設けている． 

たとえば奈良女子大学附属中等教育学校は，6 年間を一体のものとして捉え，その中で

生徒の発達段階により2年間ずつ3分節化し，各期によって目標を設定して教育活動を行っ

ている．さらにＳＳＨ指定校として中高一貫教育校における理数教育についての研究開発

も行っており，大学との連携に基づき，中等教育6年間において自己学習力と自然科学リテ

ラシーを育成するカリキュラムを研究開発するとともに，高大連携教育を進めている． 

④学校の科学部活動 

   科学部活動は、理科や数学を得意とする生徒がその資質等を十分に発揮し，他の生徒と

切磋琢磨する基盤となると考えられる．特に平成22年度から開始された科学部活動振興事

業により，科学部の活動支援に各種学協会や大学・研究機関などが参画し，科学部に所属

する生徒・教員と優れた研究者がネットワークを構築することにより，理数系に優れた資

質や能力を有する生徒を見出す機会となっている．     

   中学校の科学部での活動の例として札幌市立宮の森中学校のように，地域の大学・研究

機関，企業などと連携した研究活動を行うとともに，積極的にコンテストや地域の研究発

表会に参加し，子どもたちの能力を発揮させる取組を行っている．さらに，波及効果とし

て，教員が科学部での活動を授業に活かすことで，授業の中で科学部の生徒が核となり，

科学部以外の生徒の理解の促進にもつながっている． 

 

以上は，現在実施されている取組の例をいくつか取り上げて形態別に整理したものである

が，個の能力に応じた体系的・継続的取組は少なく，継続的に活動するための資金の不足や

指導者の確保を含めた運用をするための体制の整備が必要とされている．  

また，「小中高連携」，「中高一貫教育校」は参加できる子どもの数が限られており，理

数領域に強い意欲や高い能力を有する子どもたち全てにその参加の機会を提供することは難

しい． 

さらに「学校の科学部活動」は，科学部が設置されている中学校が全体の 35%であり，加え

て中学校の理科教員が顧問を務める割合は 6%となっており，科学部の活動で才能を開花させ

ることが出来る子どもは限られている． 

理数領域に強い意欲や高い才能を有する子どもたちにその能力に応じたプログラムを体系

的・継続的に提供するためには，安定した運用が可能となるための資源の確保が必要であり，

指導者となる人材も含めて，関係機関が連携し，高い才能を有する子どもたちの能力を見出

し，伸長させるための取組を地域全体で支える仕組みの構築が必要である． 
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4．中学校段階を対象とした才能育成施策に必要な視点 

本ワーキンググループでの意見及び取組の事例をもとに，施策構築に向けて必要な視点に

ついて以下の通り整理した． 

①どのような子どもを育成の対象とするか 

   才能児を見出す手法は，実施主体の創意に委ねるが，対象はある程度以上の理数領域に

強い意欲や才能が見込まれる子どもであり，この事業によって，才能児がどのように成長

したか，育成された成果を示すことが必要となる．また，例外的に特異な才能を発揮しつ

つある小学生も対象として認めるべきである． 

②才能を見出すために教員が参画 

子どもたちの才能を見いだせるのは，学校の普段の授業や，自由研究指導で子どもたち

に接している中学校の理科教員である場合が多いと考えられ，さらに，学校外の取組と学

校での学びをつなげることができるのも中学校教員であることから，中学校の理科教員が

プログラム開発や実際の活動に関わることが必要である． 

③地域の才能育成システムを構築 

教育センター，科学館・博物館，学協会，大学・研究機関，企業，ＮＰＯなど，各地域

の関係機関が連携し，専門家による発展的学習機会及び研究指導など，体系的な教育プロ

グラムを開発・提供する継続的な取組を包括的に支援し，子どもたちの才能を見出し伸長

する仕組みを構築する必要がある． 

システムの構築にあたっては，学校，教育委員会と各地域の関係機関との連携方法，活

動の場の確保，子どもたちの選抜方法，提供されるプログラムの開発などが検討される必

要がある．学習をより効果的にするためには，保護者や地域の支援が必要であり，家庭や

地域と連携を図りながら進めていくことが重要である． 

学校、教員、保護者、関係機関の協力を得て地域の才能児を広く見出し才能を体系的に

伸ばしていくためには、公的機関の参画、特に教育委員会が中心的な役割を果たしていく

ことが重要である． 

また，支援期間終了後のシステムの姿が提示され，地域に定着・継続・発展していくた

めの方策が盛り込まれることが重要である． 

④教員間及び教員＝地域関係者のネットワーク形成 

近隣の複数の中学校理科教員が取組に関わることで，学校間のネットワーク及び，連携

機関など地域の関係者とのネットワークも構築され，取組を維持・発展させていく基盤と

なる．また，子どもたちの長期的支援体制について検討するためには，小学校及び高等学

校教員の参加が得られることが望ましい．さらに，専門家と関わりながら取組を進めてい

くことで，理科指導力の向上が見込まれ，地域の理科教育のリーダー育成にもつながると

考えられる．加えて，子どもたちが進路選択を含む将来を考える際に，適切なロールモデ

ルの存在は重要であり，ジェンダーバランスの考慮も必要である．たとえば講師やＴＡ（テ

ィーチング・アシスタント）に女性が入り，中学生にロールモデルを提示することで彼女

らの理数分野への進学意欲を引き出すことが期待できる． 

⑤子どもたちのキャリア・進路に対する意識の向上 

各地域の専門家の指導や協力による自由研究，発展的学習の機会を提供することで，子
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どもたちに身近なロールモデルと出会うことが可能となり，彼らのキャリア意識の向上に

つながる． 

さらに，ＳＳＨ指定校など理数に重点を置いた取組を実施している高等学校と連携する

ことで，高校生もまた身近なロールモデルとなり，子どもたちの進路に対する意識を高め

るとともに，保護者の取組に対する理解を深めることも期待できる． 

⑥参加した子どもたちの相互効果と周囲の子どもたちへの波及効果 

学校外の発展的学習内容や研究指導を学校での授業や科学部活動につなげることによ

り，取組に参加している子どもが核となって授業や活動を進めることで，参加した子ども

たちがお互いを認め学び合い協力し，目標に向かって切磋琢磨することにより，持てる才

能をより発展させることが出来る。また，参加した子どもたちの発展的な学習等の成果を

波及させることにより，参加していない子どもたちの理解の促進や科学への関心の向上に

つながるなどの効果が期待できる．また，参加している子どもたちの発表会に小学生を含

む幅広い地域の人々を招くことなどにより，小学生などにも才能育成につながる効果が期

待できる． 

⑦成果発表・交流機会の提供 

子どもたちの才能を伸ばすためには専門的な評価に加えて，同じレベルの研究をしてい

る仲間同士の評価も重要であることから，中学校段階の子どもたちを対象とした学習成果

の発表及び参加者の交流機会の場として，全国規模及び地域の研究発表会や競技会などの

開催が重要である．まずは各地域の研究発表会などで才能を見出された子どもたちが，全

国規模の研究発表会に参加し，切磋琢磨することで，子どもたちの才能が開花する機会と

なることが期待できる．また，この全国規模の研究発表会を理数分野の才能とその伸長に

関する知見を関係者間で共有したり，評価し顕彰する場として捉え，才能を見出す手法を

参加した中学校教員が学び取る機会になることが期待される． 

⑧他の支援プログラムとの連携 

ＳＳＨ以外にも，大学レベルも視野に入れた高度で発展的な学習環境を提供する「未来

の科学者養成講座」や科学部活動での科学部活動振興事業の活用，授業でのＳＰＰ講座の

活用など，既存の支援事業を効果的に組み合わせることで更なる活動の充実が見込まれる．

さらに，平成23年度新規事業であるサイエンス・リーダーズ・キャンプのような才能ある

子どもを伸ばすための効果的な指導方法を教員に習得させる取組と連携することで，その

取組に参加している中学校教員の指導力向上が期待でき，地域での取組の一層の発展に寄

与できると考えられる． 

⑨才能教育の基礎的研究の継続 

才能の定義と測定法，幼児期や児童期の認知的発達と科学技術系の才能との関係につい

ては今後とも研究を推進していくとともに，対象となる子どものキャリア追跡など，今後

取組と平行して参考となるデータの取得を検討する必要がある．事業に参加する子どもの

成長の履歴（カルテのようなもの）を統一的に記録・蓄積しておくことで，長期的な人材

育成の要求に応えられる必要がある． 
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5．ＪＳＴが実施すべき具体的な施策の提案 

  本ワーキンググループでは，以上のような整理をふまえて，才能育成施策の骨格を提示す

る．ＪＳＴでは，この提示をもとに具体的な支援策としてまとめられたい． 

5-1．施策の概要 

社会にイノベーションをもたらす人材を育成するために，理数領域に強い意欲や才能ある

中学校段階を中心とした子どもたちを見出し，継続的に育成するシステムの構築を支援する

ことを目的とする．このシステムでは，地域の関係機関及び専門家が連携し，発展的学習機

会及び研究指導など，体系的な教育プログラムを開発・提供し，見出した中学生を継続的に

育成する． 

取組にあたっては，中学校教員も積極的に参画し，中学生の才能を見出すとともに，学校

外の取組を学校の学びとつなげ，地域の関係機関と共に体系的，継続的に育成する環境を整

備する． 

 

 

5-2．実施内容 

（1）実施体制の構築 

実施体制については，以下の点を考慮し，地域の実情に即したシステムを構築する． 

  ①中学校，教育委員会，各地域の関係機関・団体と連携する 

  ②ボランティアの活用及び，保護者のサポートなど，家庭の理解・協力を促進する 

  ③博物館・科学館，周辺校の空き教室など，活動の場を確保する 

  ④子どもたちの選抜方法と提供されるプログラムを開発する 

⑤地域に定着・継続・発展していくための支援期間終了後のシステムを構築する 
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（2）対象となる子どもについて 

対象は原則として中学校及び中等教育学校前期課程の生徒とし，私立の中学校からの参加

も可能とする．また，例外的に特異な才能を発揮しつつある小学生も支援対象となることを

可能とする． 

参加者は，理数分野に卓越した意欲・能力を有する子どもを見出すという目的に沿って，

実施主体の創意によって構成できるものとする．    

（3）中学校理科教員の積極的な参画 

  中学校理科教員の役割として，以下に重点を置いた積極的な参加が望まれる．教員が参加

しやすい環境を整備するため，教育委員会及び学校の理解・協力が求められる． 

①子どもたちの才能を見出す 

②専門家と協働し，個々の意欲・能力に応じたプログラムの開発と提供をサポートする． 

③本取組と授業や部活動など学校での学びにつなげる 

④理科指導力の向上を図る 

⑤近隣中学校の教員及び取組に参加している地域関係者とのネットワークを構築する 

（4）他の支援プログラムとの連携 

取組は，以下の視点に重点を置き，既存の支援プログラムと連携（SSH・SPP・未来の科学

者養成講座・科学部活動振興事業・サイエンスリーダーズキャンプなど）を図ることが望ま

しい． 

①SSH指定校など理数に重点を置いた高校との連携により，子ども及び保護者の理解の促進

と進路に対する意識の向上を図る 

②「未来の科学者養成講座」との連携により体系的・継続的学習環境を提供する 

③SPP講座・科学部活動振興事業の活用により学校外の活動と学校の学びをつなげる 

④サイエンスリーダーズキャンプとの連携により中学校理科教員の指導力向上を図る 

（5）研究発表会・競技会との連携 

新設の全国研究発表会・競技会に本事業の取組に参加している子ども及び教員が参加し，

成果発表及び交流機会の場として活用する．子どもたちが切磋琢磨し，才能が開花する機会

となることが期待できるとともに，指導者の知見を共有し，才能を見出す手法などを中学校

理科教員が学び取る機会となることも期待される． 

5-3．活動例 

  本ワーキンググループで検討した活動例は以下の通りである． 

○専門家と連携した発展的学習機会・研究指導 

  ○最先端の科学技術研究・開発の体験機会 

○身近なロールモデルとしての高校生・大学生等との交流機会 

○科学研究コンテストへの参加 

  ○科学技術関連の学協会での研究成果の発表 

  ○国際科学オリンピック等へのチャレンジ 

  ○「未来の科学者養成講座」や科学部振興事業など既存の支援策と連携した活動 

  ○ＳＳＨ校・理数科など理数に重点を置いた高等学校との連携強化 

  ○科学系合宿セミナー・キャンプなどへの参加 
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○中学校段階の子どもたちの才能を育成するための教材・指導法の開発と教員研修 

※参加機関による活動は主に休日や長期休業中が想定されるが，科学部活動などを通じて

継続的に行われることが望ましい． 
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今後の課題：結びに代えて 

科学技術分野における卓越した人材の確保は，我が国にとって重要な課題である。強い意欲

を持ち，嶮しく高い未踏の知の創造に挑戦する子どもたちは，かけがえのない宝である。しか

しながら，理科や数学に高い興味・関心や能力を示す子どもが，その能力を最大限に伸長し，

科学技術分野における才能を開花できるよう支援する体制が，確立されているとは言い難い状

況にある。 

本報告書で分析・検討されている内容は，科学技術系の才能育成に関する解決に向けての方

策として，中学校段階を中心とした子どもの才能を見出し，高等学校段階での才能を伸ばす取

組につなげる具体的な仕組みや支援策を有識者の見解としてとりまとめたものである．しかし

中学校理科教育を取り巻く状況は甚だ心許ない状況であり，本ワーキンググループでもこうし

た取組を有意なものとする要件として，急がれるべき中学校理科教育の課題の解決策が次のよ

うに提案された． 

○中学校の理科教員の多忙を解消するために理科教員を増やす． 

○中学校の教員として，専門性の高い研究機関の研究者，技術士，企業ＯＢなどを登用すべ

き． 

○学校現場において即戦力となる新卒教員を育むために，教員養成の大学教員等と教員など

学校関係者との交流を図るべき． 

○中学校理科教員の資質向上に向けた教員養成制度の抜本的見直しの検討が必要． 

○全国数カ所に理数の才能育成に特化した中高一貫教育が出来る場をつくるとともに，大学

入学者選抜方法の変革を含めた高大接続の進展を図るなど，才能人材育成のための継続的

かつ一貫性のあるシステム構築を，国家戦略として推進すべき． 

○才能の定義，測定法などの基礎的研究の推進及び，高い才能を有する子どもの活動実績を

記録し活用するなど，長期的な人材育成を計画的に実施するための方策を推進すべき． 

 

本年3月11日に発生した東日本大震災を受け，自然の脅威が科学技術による従来の予測・制御

の範囲を超える大きなものであるということを再認識する一方，復興・再生を果たし、より持

続可能な社会を再構築するために科学技術が果たす役割が一層重要となっており，その科学技

術の発展を担う人材育成の必要性も高まっている．  

安全・安心な社会と世界の持続的発展に貢献する日本を実現していくためには，科学技術の

分野に優れた才能を有する人材を確実に供給することが不可欠であり，法的整備など，上述の

解決策の検討も含めて，国がリーダーシップを発揮し，将来を担う若者の育成を推し進める体

制の確立に向けて取り組むことを強く要望する． 

14



別紙１

（１）各地域における取組事例

連携・協働

実施・支援

教育委員会の取組

＜大阪府教育委員会＞

＜千葉県総合教育センター＞

＜京都市教育委員会＞

＜さいたま市教育委員会＞

＜野田市教育委員会＞

教育委員会

小学校
中学校

高等学校

大阪府学生科学賞 外部人材活用事業
・理科支援員配置事業
・中学生セミナー
・おおさかまなび舎事業
・志や夢を育む教育推進事業

教育センター

企業
大学

科学館　等

県・市教育委員会

教員の理科指導力を測る指針の作成

小学校
中学校

高等学校
科学作品展

小学校
中学校

研究会
大学

理数教育推進プログラム
・研究発表会・コンテスト等
・教員研修会
・教育環境整備事業

教育委員会

小学校
中学校

地域の
教育財産

教育環境整備事業の充実
・副教本の活用
・サタデースクール事業
・オープンサタデークラブ事業
・理科指導助手の配置　など

学校支援地域
本部を活用した
教育環境づくり

教育委員会

教育委員会学校種間の連携
学校と企業・大学間の連携

京都市青少年科学センター
・観察実験講座・セミナー
・学校等授業支援事業
・理科研究採取相談会
・サイエンスコンテスト小学校

中学校
高等学校
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中学校の科学部活動

＜札幌市立宮の森中学校＞

中高一貫教育校における取組

＜奈良女子大学附属中等教育学校＞

SSH指定校におけるコアSSHの取組

＜京都市立堀川高等学校＞

生徒大学

自然科学リテラシーの育成と
リベラルアーツの育成
・基礎基本の徹底
・興味関心・意欲の育成
・高大接続を目指す先進的・総合
　的視野を持つ理数教育

中等教育学校
連携

接続

・学校の体制づくり
・教員の研修
・専修免許取得
・教員の同僚性

教員

小中学校

探究活動指導法・問題解決型授業の小中学校への普及
・探究活動の指導法や発表指導法に関する研修会の実施
・小中高等学校研究発表会の実施
・問題解決型授業に関する調査・実施
・問題解決型授業に関する教材開発

高等学校（SSH）

効果的な接続

企業
大学

研究機関 探究的思考力を育む学びの場
　3つの場を兼ね備えた授業
　・豊かな自然，身の回りの事象との環流
　・自分自身との環流
　・他の学びとの環流
→教員にも同様の場が必要

中学校

札幌市科学研究発表会

科学部活動など
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学協会の取組

＜化学だいすきクラブ＞

科学館の取組

＜静岡科学館る・く・る＞

＜出雲科学館＞

企業
大学

クラブの児童・生徒を大学研究室へ招待
見学ツアーの開催
ニュースレター等の発行　など

日本化学会
化学だいすきクラブ

日本化学会

化学教育協議会
小学生
中学生
高校生

科学館 小学生
中学生

大学
研究会

静岡サイエンスアドベンチャー

静岡大・静岡サイエンススクー

科学館 小学生
中学生

大学
教育委員会

市内小中学校

科学への興味・関心→科学への意欲・科学的思考

新聞社CSR

理数大好き教室 小中学生（中級）

小中学生（初級）

子ども科学特捜隊

中学生（上級）

小学生（初級）
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企業・NPOの取組

＜ソニー教育財団＞

＜日立理科クラブ＞

＜数理の翼＞

大学の取組（未来の科学者養成講座）

＜千葉大学＞

日立理科クラブ企業

日立市教育委員会 小学生：理科室のおじさん
中学生：理数アカデミー
小中学生共通：授業支援（出前），
　　　　　　　　　　モノづくり教室，
　　　　　　　　　　科学ふしぎ発見教室
高校生：SSH研究指導

ソニー教育財団

企業

意欲のある優れた学校・園の表彰と支援 幼・保・小・中学校

子どもたちへの直接体験活動の場の提供 小・中学生

意欲のある優れた先生方への支援 小・中学校の先生

保護者への働きかけ 保護者

NPO法人
数理の翼

学生を中心とした
数理の翼

参加経験者

小学生
中学生
高校生
大学生

大学県・市教育委員会
科学館・博物館
中学校・高等学校

中学生
高校生

・プログラム開発
・教材開発

千葉県課題研究発表会
千葉県児童生徒・教職員科学作品展

卒業後、院生・学生ＴＡとして取組に参加

日立グループOB
シニアエンジニア

理工学博士
技　術　士

卓越した技能者
（現代の名工）
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参考資料 

 

１．平成22年度学校基本調査速報(文部科学省) 

○学校数 

10,814校（本校10,734校，分校80校）で，前年度より50校減少している．10年前の平成

12年度は，11,209校であり，10年間で395校減少している． 

○生徒数 

中学校の生徒数は355万8千人（前年度より4万2千人減少）で過去最低．10年前の平成12

年度は，410万4千人であり，約50万人減少している． 

○校教員数（本務者） 

25万1千人（男子14万6千人，女子10万5千人）で，前年度より2百人増加しているが，10

年前の平成12年度は，25万8千人であり，この10年で約7千人減少している．（全体であ

って理科ではない） 

２．平成22年度中学校理科教師実態調査(国立教育政策研究所・ＪＳＴ) 

 ○理科教員の意識 

中学校理科教員の44%が地学の指導に苦手意識があり，これは教職経験年数が進んでも高

い傾向にある． 

○科学部の状況 

科学部がある学校は35%であり，中学校理科教員の科学部への関与状況は，顧問を務める

割合が6%，勤務校に科学部がない教員が64％である． 

○外部との連携 

中学校理科教員の約81%が外部の専門家と連携した活動を行うには，時間的にゆとりがな

いとしており，さらに59%が費用の確保が障害だとしている． 

３．National Excellence: A Case for Developing America’s Talent. 1993. Washington, 

DC: U.S.Department of Education. 15-24.  

才能児の規模：マーランドの定義によれば，才能児は全人口の約5%を構成し，6つの領域

(一般的な知能,特定の学問的適性，創造的もしくは生産的思考, 統率能力,視覚および芸

術性,精神運動的能力)において卓越した能力を発揮することができる． 

４．平成17年進路選択に関する振り返り調査（(株)ベネッセコーポレーション） 

○文系・理系を意識した時期 

５．ＴＩＭＳＳ2007 理科教育の国際比較（国立教育政策研究所） 

  理科の勉強についての意識（中学校２年） 
  「理科はたいくつだ」について「強くそう思う」「そう思う」と回答した生徒の割合（％） 
  日本：28％（国際平均値：33％） 
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６．PISA調査のアンケート項目による中３調査集計結果速報（2007年）(国立教育政策研究所) 
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才能教育分科会 

才能育成施策検討ワーキンググループ会合 

審議経過 

 

才能育成施策検討ワーキンググループ会合 

○第 1 回会合（平成 22年 12 月 3日) 

  中学生を中心とした理数分野の才能育成に関する取組紹介 

  （大阪府教育委員会，千葉県総合教育センター，日本化学会化学だいすきクラブ 

   静岡科学館る・く・る，日立理科クラブ） 

 ○第 2回会合（平成 22 年 12 月 16 日） 

  中学生を中心とした理数分野の才能育成に関する取組紹介 

  （さいたま市教育委員会，野田市教育委員会，奈良女子大学附属中等教育学校， 

札幌市立宮の森中学校，数理の翼，財団法人ソニー教育財団） 

○第 3 回会合（平成 23年 1 月 19 日） 

  中学生を中心とした理数分野の才能育成に関する取組紹介 

（京都市教育委員会，京都市立堀川高等学校，千葉大学教育学部，出雲科学館） 

  才能育成施策骨子（案）提案 

 ○第 4回会合（平成 23 年 2 月 24 日） 

  中学生を中心とした理数分野の才能育成に関する取組紹介（(株)植松電機） 

才能育成施策（案）提案 

 ○第 5回会合（平成 23 年 3 月 30 日） 

  才能育成施策検討ワーキンググループ報告書とりまとめ 

  

第 8 回才能教育分科会（平成 23年 6 月 16 日予定） 

 才能育成施策検討ワーキンググループ報告書（案）提案・とりまとめ 

 

 

理科教育支援検討タスクフォース才能教育分科会才能育成施策ワーキンググループ事務局 

＜担当アナリスト＞ 

小倉 康シニアアナリスト，大関 健道主任アナリスト，松本 誠アナリスト， 

安田 修一アナリスト，渡辺 怜子アナリスト
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